
最
近
、
あ
ち
こ
ち
で
起
き

る
地
震
の
情
報
を
見
る
に
つ

け
、
大
地
震
に
繫
が
る
可
能

性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
、

と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け

だ
ろ
う
か
。
折
し
も
去
る
５

月
25
日
に
、
東
京
都
防
災
会

議
か
ら
「
東
京
都
の
新
た
な

被
害
想
定
」
〜
首
都
直
下
地

震
等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想

定
〜
が
公
表
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
こ
の
被
害
想

定
の
概
要
や
そ
れ
を
見
て
考

え
た
こ
と
を
整
理
し
て
み
た

い
。

東
京
都
の
新
た
な
被
害
想
定

今
回
の
新
た
な
被
害
想
定

（
以
下
「
新
被
害
想
定
」）

は
、
東
日
本
大
震
災
直
後
に

行
わ
れ
た
都
の
被
害
想
定
か

ら
10
年
が
経
ち
、
そ
の
後
の

対
策
の
効
果
な
ど
も
加
味
し

て
改
め
て
行
わ
れ
た
も
の

だ
。「

首
都
直
下
地
震
等
…
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
だ
が
、
首

都
直
下
地
震
（
Ｍ
７
ク
ラ
ス

　

６
ケ
ー
ス
）
だ
け
で
な

く
、
海
溝
型
巨
大
地
震
で
あ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
（
Ｍ
９

ク
ラ
ス　

５
ケ
ー
ス
）
と
大

正
関
東
地
震
と
同
タ
イ
プ
の

地
震
（
Ｍ
８
ク
ラ
ス　

以
下

「
大
正
関
東
地
震
」）
に
つ

い
て
も
同
様
に
被
害
想
定
を

行
い
、
並
列
し
て
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
参
考
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
と
首
都
直
下
地
震
は
別
々

に
被
害
想
定
が
行
わ
れ
て
来

た
た
め
比
較
し
に
く
か
っ
た

し
、
大
正
関
東
地
震
に
至
っ

て
は
、
今
世
紀
中
に
発
生
す

る
可
能
性
が
少
な
い
た
め
、

首
都
直
下
地
震
と
同
水
準
の

公
的
な
被
害
想
定
は
な
か
っ

た
か
ら
だ
。

東
京
都
が
「
東
京
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性

の
あ
る
地
震
」
を
同
列
に
並

べ
て
被
害
想
定
を
行
い
対
策

を
考
え
る
、
と
い
う
の
は
当

然
の
こ
と
で
、
よ
う
や
く
東

京
都
ら
し
い
被
害
想
定
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か

ろ
う
か
。

結
局
「
首
都
直
下
地
震
」
が

最
悪こ

う
し
て
３
つ
の
タ
イ
プ

の
地
震
を
並
べ
て
み
て
改
め

て
わ
か
っ
た
の
は
、
東
京
23

区
や
そ
の
周
辺
の
直
接
被
害

を
考
え
る
限
り
、
首
都
直
下

地
震
が
最
も
警
戒
す
べ
き
地

震
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

首
都
直
下
地
震
６
ケ
ー
ス

の
う
ち
、
最
も
被
害
が
大
き

く
な
る
「
都
心
南
部
直
下
地

震
」
の
場
合
、
震
度
６
強
以

上
の
範
囲
は
区
部
の
約
６
割

に
及
び
、
建
物
被
害
は
19
万

４
千
棟
、
死
者
は
６
千
１
百

人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
は
、
震
源
域
が
東
京

か
ら
少
し
離
れ
て
い
る
た

め
、
最
大
級
の
も
の
で
も
東

京
で
は
最
大
で
震
度
５
強
以

下
で
あ
り
、
揺
れ
に
よ
る
被

害
は
ほ
ぼ
発
生
し
な
い
と
さ

れ
て
い
る
。

大
正
関
東
地
震
は
、
あ
の

関
東
大
震
災
を
引
き
起
こ
し

た
地
震
（
震
源
域
が
東
京
に

近
い
三
浦
半
島
か
ら
房
総
半

島
中
部
に
至
る
地
域
）
と
同

じ
地
震
を
想
定
し
て
い
る
た

め
、
首
都
直
下
地
震
よ
り
遙

か
に
大
き
な
被
害
を
引
き
起

こ
す
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
た
の
だ
が
、
今
回
の
想

定
を
見
る
と
、
東
京
の
直
接

被
害
は
首
都
直
下
地
震
よ
り

少
し
小
さ
い
。
震
度
６
強
以

上
の
範
囲
は
区
部
の
約
２
割

程
度
で
、
建
物
被
害
は
５
万

５
千
棟
、
死
者
は
１
千
８
百

人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

関
東
大
震
災
で
は
、
東
京

の
被
害
は
木
造
住
宅
密
集
地

域
の
延
焼
火
災
の
被
害
が
大

き
く
、
本
所
被
服
敞
跡
の
大

惨
事
な
ど
も
あ
っ
て
７
万
人

を
超
え
る
死
者
が
出
て
い
る

が
、
揺
れ
に
よ
る
建
物
倒
壊

は
、
東
京
区
部
（
27
百
戸
）

は
横
浜
（
97
百
戸
）
に
比
べ

れ
ば
少
な
か
っ
た
。
関
東
大

震
災
の
時
よ
り
も
耐
震
対
策

や
延
焼
防
止
対
策
が
進
ん
で

い
る
現
時
点
で
被
害
想
定
を

行
う
と
、
東
京
で
は
大
正
関

東
地
震
の
方
が
首
都
直
下
地

震
よ
り
も
直
接
被
害
は
だ
い

ぶ
少
な
い
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
よ
う
だ
。

島
し
ょ
部
の
津
波
被
害

首
都
直
下
地
震
で
は
、
区

部
、
島
し
ょ
部
と
も
大
き
な

津
波
被
害
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

と
大
正
関
東
地
震
で
は
、
島

し
ょ
部
に
お
け
る
津
波
の
被

害
が
大
き
い
。

区
部
の
最
大
津
波
高
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
場
合
江

東
区
沿
岸
の
２
・
６
ｍ
が
最

大
で
多
く
は
２
ｍ
台
で
あ

り
、
大
正
関
東
地
震
で
も
江

東
区
の
２
・
２
ｍ
が
最
大
で

多
く
は
２
ｍ
前
後
で
あ
る
。

浸
水
は
、
川
沿
い
の
地
域
で

一
部
０
・
３
〜
１
ｍ
程
度
の

浸
水
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
程
度
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
被
害
が
最
大
と
な

る
ケ
ー
ス
の
場
合
、
式
根
島

や
新
島
で
最
大
27
〜
28
ｍ
の

津
波
高
と
な
り
、
大
島
・
三

宅
島
・
八
丈
島
な
ど
で
も
最

大
津
波
高
は
15
〜
16
ｍ
に
な

る
。
島
し
ょ
部
全
体
で
は
、

津
波
に
よ
る
建
物
被
害
は
１

千
３
百
棟
、
死
者
は
１
千
人

近
く
な
る
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。大

正
関
東
地
震
の
場
合
、

最
大
津
波
高
は
大
島
で
７
ｍ

を
超
え
る
以
外
は
２
ｍ
〜
４

ｍ
程
度
だ
が
、
そ
れ
で
も
沿

岸
部
に
あ
る
人
家
に
は
か
な

り
の
被
害
が
出
る
と
さ
れ
て

い
る
。

Ｍ
９
ク
ラ
ス
の
最
大
級
の

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し

て
も
、
区
部
で
は
大
き
な
被

害
は
出
な
い
が
、
島
し
ょ
部

で
は
津
波
被
害
が
凄
ま
じ

い
。南

海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
静

岡
か
ら
宮
崎
に
い
た
る
広
範

な
地
域
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
海
で
隔
て
ら

れ
た
島
し
ょ
部
の
救
援
は
、

相
当
遅
れ
る
可
能
性
も
あ
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

地
震
対
策
の
効
果

東
日
本
大
震
災
の
後
、
東

京
都
で
は
建
物
の
耐
震
化
や

不
燃
化
を
促
進
す
る
制
度
を

立
ち
上
げ
て
改
善
を
推
進
し

て
来
た
が
、
そ
の
効
果
も
あ

っ
て
今
回
は
想
定
被
害
が
相

当
少
な
く
な
っ
た
、
と
い
う

の
が
、
新
被
害
想
定
の
分
析

で
あ
る
。

建
物
の
耐
震
化
に
つ
い
て

は
、「
東
京
都
耐
震
改
修
促
進

計
画
」
に
基
づ
き
耐
震
化
が

推
進
さ
れ
た
。

具
体
的
に
は
、「
耐
震
化
推

進
条
例
」が
制
定
さ
れ
、２
０

１
２
年
か
ら
特
定
緊
急
輸
送

応
急
対
策
活
動
の
展
開

・
避
難
所
で
の
避
難
生
活

・
住
み
慣
れ
た
自
宅
等
で
の

避
難
生
活

・
帰
宅
困
難
者
を
と
り
ま
く

状
況な

ど
に
つ
い
て
、
起
こ
り

そ
う
な
出
来
事
が
時
系
列
で

整
理
さ
れ
て
い
る
。
関
係
機

関
だ
け
で
な
く
、
一
般
市
民

に
と
っ
て
も
、「
な
る
ほ
ど
、

そ
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
可
能

性
も
あ
る
ん
だ
な
」
と
、
震

災
に
備
え
て
自
分
の
準
備
を

改
め
て
確
認
す
る
良
い
契
機

に
な
る
に
違
い
な
い
。

国
に
は
も
っ
と
突
っ
込
ん
だ

想
定
を
期
待
す
る

上
記
災
害
シ
ナ
リ
オ
は
、

様
々
な
事
象
ご
と
に
起
こ
り

そ
う
な
出
来
事
を
か
な
り
丁

寧
に
示
し
て
い
る
が
、
現
実

は
そ
れ
ら
の
事
象
が
複
雑
に

関
係
し
合
い
な
が
ら
進
展
す

る
。
実
際
に
は
、
も
っ
と
複

雑
な
想
定
が
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
だ
。

今
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
先

行
き
が
見
え
な
い
う
ち
に
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

始
ま
り
、
世
界
経
済
は
大
混

乱
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
る
。

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
国

と
地
方
の
借
金
残
高
が
１
千

２
百
兆
円
も
あ
る
日
本
に
と

道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
診

断
が
義
務
化
さ
れ
る
と
と
も

に
、
改
修
費
用
の
助
成
が
行

わ
れ
、
２
０
１
８
年
か
ら
は

耐
震
診
断
結
果
が
公
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、

古
い
住
宅
に
つ
い
て
は
、
区

市
町
村
に
対
す
る
財
政
支
援

や
所
有
者
へ
の
専
門
家
派
遣

等
に
よ
り
耐
震
診
断
や
耐
震

改
修
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も

に
、
東
京
都
耐
震
マ
ー
ク
表

示
制
度
等
に
よ
っ
て
普
及
啓

発
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
施
策
の
効
果

も
あ
り
、
新
被
害
想
定
で
は

２
０
１
２
年
の
想
定
に
比

べ
、
特
定
緊
急
輸
送
道
路
沿

道
建
築
物
の
耐
震
化
率
は

81
・
３
％
↓
91
・
６
％
、
住

宅
の
耐
震
化
率
は 

81
・
２
％

↓
92
・
０
％
と
い
ず
れ
も
上

昇
し
、建
物
全
壊
棟
数 

は
12

万
棟
↓
８
万
棟
、
揺
れ
に
よ

る
死
者
数
は
５
１
０
０
人
↓

３
２
０
０
人
と
、
い
ず
れ
も

大
幅
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
不
燃
化
に
つ
い
て

は
、「
木
密
地
域
不
燃
化
10

年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
創
設

さ
れ
、
特
別
な
支
援
に
よ
り

不
燃
化
を
推
進
す
る
「
不
燃

化
特
区
制
度
」
と
、
延
焼
遮

っ
て
、円
安
、物
価
高
騰
、景

気
低
迷
に
打
て
る
手
段
は
あ

ま
り
な
い
。そ
ん
な
中
で
、東

京
を
襲
う
大
震
災
が
発
生
し

た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
心
配

に
な
る
の
は
、
私
だ
け
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
南
海
ト
ラ
フ

地
震
も
大
正
関
東
地
震
も
、

東
京
の
直
接
被
害
は
首
都
直

下
地
震
の
方
が
大
き
い
と
い

う
予
測
に
な
っ
て
い
る
が
、

経
済
・
社
会
が
日
本
中
、
世

界
中
と
複
雑
に
結
び
つ
い
て

い
る
現
在
、
直
接
被
害
だ
け

見
て
い
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
。

東
京
を
襲
う
大
地
震
に
つ

い
て
の
私
た
ち
の
真
の
心
配

は
そ
こ
に
あ
る
。

新
被
害
想
定
を
見
て
、
住

宅
の
耐
震
化
、
不
燃
化
、
食

料
・
水
・
簡
易
ト
イ
レ
の
備

蓄
、
長
期
停
電
や
ガ
ス
供
給

途
絶
へ
の
備
え
な
ど
、
私
た

ち
が
自
分
で
準
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
う
一

度
見
直
し
て
み
よ
う
。
だ

が
、
為
政
者
に
と
っ
て
は
、

上
記
の
よ
う
な
心
配
に
応
え

る
、
も
っ
と
突
っ
込
ん
だ
被

害
想
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。
そ
ん
な
想
定
は
国
の
出

番
だ
ろ
う
。
難
し
い
こ
と
は

わ
か
っ
て
い
る
が
、
国
の
さ

ら
な
る
奮
起
を
期
待
し
た

い
。

断
帯
を
形
成
す
る
特
定
整
備

路
線
の
整
備
を
一
体
的
に
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
甚

大
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
整

備
地
域
の
不
燃
化
が
推
進
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
施
策
の

効
果
も
あ
り
、
新
被
害
想
定

で
は
２
０
１
２
年
の
想
定
に

比
べ
、
木
造
住
宅
密
集
地
域

は
約
16
千
ｈ
ａ
↓
約
８
・
６

千
ｈ
ａ
、
整
備
地
域
の
不
燃

領
域
率
は
58
・
４
％
↓
64
・

０
％
と
い
ず
れ
も
改
善
が
進

み
、
想
定
被
害
も
、
焼
失
棟

数
は
20
万
棟
↓
12
万
棟
、
火

災
に
よ
る
死
者
数
は
４
１
０

０
人
↓
２
５
０
０
人
と
、
こ

れ
も
大
幅
に
改
善
が
進
ん
で

い
る
。

身
の
回
り
で
起
こ
り
得
る
災

害
シ
ナ
リ
オ
と
被
害
の
様
相

新
被
害
想
定
で
特
徴
的
な

の
は
、
定
量
的
な
被
害
想
定

が
で
き
な
い
事
項
に
つ
い

て
、「
想
定
さ
れ
る
被
害
（
定

性
的
な
被
害
の
様
相
）」と
し

て
、
シ
ナ
リ
オ
的
被
害
想
定

を
か
な
り
詳
細
に
ま
と
め
た

こ
と
だ
。
こ
れ
を
見
る
と
、

・
イ
ン
フ
ラ
・
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
に
向
け
た
動
き

・
救
出
救
助
機
関
等
に
よ
る

新
し
い「
首
都
直
下
地
震
等
に
よ
る
東
京
の
被
害
想
定
」を
読
ん
で
み
る

地
水
火
風
牧
野

恒
一
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現
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現
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感
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の
現
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感

万
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現
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危
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感

万
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犯
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現
状
に
危
機
感

万
引
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7月8日は防犯カメラの日
なくなれ 犯罪
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